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令和５年11月１日現在

世　帯　数　　

人　　　口

男　

女
志  賀  　 勝  弘

木  田  　 源  一

お  ぎ  つ  印  刷

令和５年11月20日

日  高  地  区  概  況

行 

事 

予 

定

過
ぎ
行
く
時
を
大
切
に

　
10
月
25
日
の
役
員
会
で
次
の

事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

＊
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動

＊
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

　
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

＊
わ
ら
細
工
教
室

＊
第
２
回
本
部
支
部
役
員
会

　
12
月
22
日
（
金
）
実
施

＊
日
高
三
世
代
文
化
祭

＊
交
流
セ
ン
タ
ー
　
エ
レ
ベ
ー

　
タ
ー
設
置
工
事

日
高
学
区
市
民
自
治
会
　

○
再
生
資
源
拠
点
回
収

　
11
月
26
日
（
日
）

　
12
月
　
回
収
な
し

　
１
月
21
日
（
日
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
日
立
魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

　
11
月
26
日
（
日
）
（
中
止
）

○
折
り
紙
教
室

　
12
月
７
日
（
木
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
交
流
セ
ン
タ
ー
大
掃
除

　
12
月
16
日
（
土
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
わ
ら
細
工
教
室

　
12
月
24
日
（
日
） 

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
新
春
初
顔
合
わ
せ
会

　
１
月
６
日
（
土
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
日
高
ふ
れ
あ
い
鳥
追
い
祭
り

　
１
月
14
日
（
日
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
広
場

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
り
行
事
が
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

（
11
月
21
日
～
１
月
20
日
）

　　　　地域に親しまれている東連津川が牙をむく
　　豪雨翌日の杉丸太が散乱する病院駐車場（写真提供　永井ひたちの森病院）

地元の認識も新たに

氾
濫 

厳
し
い
教
訓
残
す

　
９
月
８
日
の
台
風
13
号
の
も

た
ら
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る

集
中
豪
雨
は
、
後
に
日
立
市
が

国
か
ら
局
地
激
甚
災
害
の
指
定

を
受
け
た
ほ
ど
で
、
日
高
学
区

に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
日
頃
、
自
然
災
害
の
影
響
を

あ
ま
り
被
っ
て
こ
な
か
っ
た
日

高
の
住
民
に
と
っ
て
、
最
近
の

気
候
変
動
に
よ
り
多
発
す
る
自

然
災
害
に
対
し
て
は
、
無
防
備

だ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。
想

定
外
と
片
づ
け
ず
、
今
回
の
被

害
の
状
況
を
行
政
と
と
も
に
し

っ
か
り
検
証
し
、
今
後
に
備
え

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
大
雨
に
よ
り
、
日
高
学

区
内
で
は
人
的
被
害
は
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
も
の
の
、
河
川
や

水
路
の
氾
濫
に
よ
る
床
上
・
床

下
浸
水
、
田
畑
へ
の
冠
水
、
流

木
や
土
砂
の
流
入
な
ど
の
被
害

が
広
範
囲
に
発
生
し
ま
し
た
。

　
特
に
小
木
津
山
自
然
公
園
方

面
か
ら
小
木
津
町
内
を
め
ぐ
り
、

常
磐
線
下
を
通
り
抜
け
、
海
に

流
れ
て
い
る
水
路
の
氾
濫
に
よ

る
住
宅
地
へ
の
冠
水
は
、
上
流

域
、
中
流
域
に
お
い
て
も
多
く

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
流
域
で

は
、
過
去
に
何
度
か
水
路
の
改

造
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
豪
雨
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
東
連
津
川
は
、
上
流
で
は
川

幅
３
ｍ
だ
っ
た
も
の
が
岩
本
地

区
に
入
る
と
３
倍
の
川
幅
に
な

り
、
２
筋
に
分
流
し
土
砂
を
押

し
流
し
ま
し
た
。
そ
の
土
砂
と

流
木
は
稲
田
を
襲
い
、
稲
穂
を

無
残
に
横
た
わ
ら
せ
て
い
ま
し

た
。

　
岩
本
地
区
で
は
、
崖
崩
れ
や

床
上
浸
水
被
害
が
あ
り
ま
し
た

が
、
東
連
津
川
流
域
沿
い
に
あ

る
病
院
で
は
、
駐
車
場
に
大
量

の
杉
丸
太
の
流
木
と
土
砂
が
流

れ
込
み
、
大
き
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
日
高
で
は
、
今
ま
で
想
定
外

と
さ
れ
て
い
た
多
く
の
自
然
災

害
が
、
今
後
起
こ
り
得
る
も
の

と
、
油
断
な
く
予
測
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
行

政
に
よ
る
河
川
対
策
等
も
急
ぐ

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
一
斉
清

掃
時
の
側
溝
清
掃
や
点
検
、
台

風
時
期
の
土
嚢
の
供
え
な
ど
、

減
災
に
つ
な
が
る
対
策
を
個
人

も
地
域
も
怠
っ
て
は
な
ら
な
い

と
の
教
訓
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
ひ

た
ち
生
き
生
き
百
年
塾
主
催
、

ジ
オ
ネ
ッ
ト
日
立
と
日
高
学
区

市
民
自
治
会
共
催
の
「
日
立
の

岩
石
展
」
が
日
高
交
流
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
貴
重
な
岩
石

も
展
示
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
22
日
午
前
に
は
「
ス
ト
ー
ン

ぺ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
体
験
教
室
」
、

午
後
に
開
催
さ
れ
た
茨
城
大
学

名
誉
教
授
の
田
切
美
智
雄
先
生

の
地
学
特
別
講
演
会
「
日
本
最

古
の
地
層
と
小
木
津
山
自
然
公

園
・
東
連
津
川
界
隈
」
は
募
集
枠

を
大
き
く
超
え
て
65
人
の
聴
衆

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
に
は
熱
心
な
質
疑

応
答
も
多
数
有
り
、
充
実
し
た

特
別
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
日
立
の
岩
石
展
」

油
断
な
く
減
災
対
策
を

東
連
津
川

地
域
水
路

日
本
最
古
の
地
層
小
木
津
山


